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人
間
を
忘
れ
て
凡
夫
で
な
く
な
る
の
が
ほ
か
の
教
え
で
す
。

親
鸞
聖
人
の
教
え
は
凡
夫
に
帰
る
。

そ
れ
が
本
願
の
教
え
で
す
。

仏
に
な
ろ
う
と
思
う
必
要
が
な
く
な
る
。

凡
夫
に
帰
っ
て
そ
こ
に
落
ち
着
く
。

本
願
の
教
え
は
凡
夫
に
な
れ
た
の
が
、
そ
れ
が
仏
に
な
っ
た
。

凡
夫
が
仏
を
成
就
す
る
場
所
で
す
。

自
分
に
安
ん
ず
る
、
落
在
で
き
る
、

自
分
が
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
け
る
。

何
と
か
助
け
て
も
ら
う
と
か
、
浄
土
に
ゆ
く
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
、
あ
り
の
ま
ま
で
安
心
。

地
獄
に
堕
ち
る
の
す
ら
、
地
獄
に
堕
ち
る
ま
ま
に
安
心
。

　

—

安
田
理
深

	

『
信
仰
に
つ
い
て
の
対
話
Ⅱ
』
よ
り

平成27年



特
集

＝

明
解
・
仏
教〈
疑
問
〉解
答
集

シ
ン
プ
ル
で
素
朴
な
疑
問
か
ら
、仏
教
の
教
理
や
歴
史
を
学
ぶ
に
際
し
、湧
き
あ
が
っ
て
く
る
疑
問
の
数
々
。

今
ま
で
誤
解
し
て
い
た
り
、
分
か
ら
な
か
っ
た
事
柄
を
簡
潔
に
や
さ
し
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

【
仏
教
一
般
に
つ
い
て
】·····················································································································

74

地
獄
や
極
楽
は
あ
る
の
か
？
／
な
ぜ
お
酒
や
肉
食
を
禁
じ
て
い
る
の
か
？
／
涅
槃
や
成
仏
と

は
何
か
？
／
霊
魂
は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
？
／
業
と
は
何
か
？
／
輪
廻
と
は
何
か
？
ほ
か

表
紙
「
逍
遙
・
半
夏
生
」（
日
展
）	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
難
波　

滋

扉
絵
…
…
…
…
…
…
…
…
小
泉
元
生	

目
次
絵
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
崎
道
治

カ
ラ
ー
口
絵　
─
森
厳
た
る
禅
刹
─
鎌
倉
・
円
覚
寺
を
訪
ね
て
…
写
真
・
文
／
棚
澤
幸
夫	

5

〈
巻
頭
〉
常
行
一
直
心	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
黄
檗
宗
管
長
・
萬
福
寺
住
職

近
藤
博
道	

13

〈
新
連
載
〉
師
・
安
田
理
深
論
第
一
回
（
上
）
〜	

…
本
多
弘
之	

14

曽
我
量
深
師
か
ら
受
け
継
い
だ
親
鸞
教
学
を
、
自
己
自
身
の
思
索
で
肉
付
け
し
た
安
田
理
深
師
の
思
想
と
生
涯
。

笑
顔
は
自
分
が
つ
く
る
も
の（
2
）	…
…
…
…
…
…
…
…
石
川　

洋	

26

唯
識
実
践
講
座
（
三
）
─
〈
唯
識
〉の
基
本
思
想	

…
…
…
…
…
…
横
山
紘
一	

32

新
・
に
っ
ぽ
ん
聖
地
巡
拝
の
旅
〈
十
〉

	

…
玉
岡
か
お
る	

38

漱
石
・
明
暗
を
行
く
─
胃
病
死
の
謎
を
解
く
（
十
二
）	…
…
…
山
崎
光
夫	

46

慈
悲
の
か
た
ち
─
仏
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て（
17
）	

…
…
…
大
菅
俊
幸	

54

老
子
随
想
〈
十
一
〉	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蜂
屋
邦
夫	

60

エ
ッ
セ
イ　

私
の「
縁
は
異
な
も
の
」
引
越
し	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
太
田
治
子	

66

鉄
笛
○
黒
田
の
背
中	

…
…
…
…
…
…
…
生
島　

淳

○
変
わ
る
怪
談	

…
…
…
…
…
…
…
一
柳
廣
孝

○
広
い
目
を
持
っ
て	

…
…
…
…
…
堤　
　

剛

○
小
鳥
お
ば
さ
ん	

…
…
…
…
…
…
今
野
寿
美

68

四
百
年
大
祭
を

迎
え
る
日
光
へ

値
遇
・
出
遇
う

・
生
涯
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あ
な
た
の
た
め
の『
修
証
義
』入
門
（
2
）	…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
童
法
慧	

129

天
台
思
想
入
門
〈
10
〉	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新
田
雅
章	

136

道
元
の
思
想
と
書
（
17
）	…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩
井
孝
樹	

142

日
蓮
紀
行
（
58
）
─
不
便
に
候
─
三
位
房
日
行	

…
…
…
…
…
…
…
…
福
島
泰
樹	

148

【
釈
尊
と
そ
の
弟
子
に
つ
い
て
】···································································································

82

釈
尊
は
本
当
に
母
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
？
／
釈
尊
の
前
世
の
物
語
は
本
当
の
話
か
？

／
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
七
歩
歩
い
た
と
い
う
意
味
は
？
／
天
上
天
下
唯
我
独
尊
は
傲
慢
に
聞

こ
え
る
が
？
／
な
ぜ
釈
尊
は
王
子
の
位
を
捨
て
出
家
し
た
の
か
？　
ほ
か

【
お
経
に
つ
い
て
】······························································································································

90

お
経
と
は
何
か
？
／
お
経
の
種
類
と
実
際
の
数
は
？
／
有
名
な
お
経
は
？
／
釈
尊
が
説
い
た

も
の
で
な
い
の
に
、
な
ぜ
釈
尊
が
説
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
か
？
／
法
事
で
聞
く
お

経
は
な
ぜ
日
本
語
読
み
で
は
な
い
の
か
？

【
仏
像
・
ほ
と
け
に
つ
い
て
】·········································································································

93

仏
教
に
は
な
ぜ
釈
尊
一
尊
で
な
く
、
多
く
の
仏
が
い
る
の
か
？
／
仏
像
の
種
類
と
簡
単
な
見

分
け
方
は
？
／
国
に
よ
っ
て
仏
像
の
種
類
・
形
が
違
う
の
は
な
ぜ
？
／
立
っ
て
い
る
像
と
坐

っ
て
い
る
像
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？
／
如
来
と
仏
と
菩
薩
は
ど
う
違
う
の
か
？　
ほ
か

【
日
本
仏
教
に
つ
い
て
】···················································································································

103

な
ぜ
宗
派
が
多
い
の
か
？
／
宗
派
の
見
分
け
方
は
あ
る
の
か
？
／
仏
教
の
救
い
と
は
？
／
加

持
祈
祷
は
本
当
に
通
じ
る
の
か
？
／
梵
字
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
？
／
坐
禅
は
何
の
た
め

に
す
る
の
か
？
／
浄
土
と
は
死
後
の
世
界
か
？
／
念
仏
を
称
え
る
の
は
何
の
た
め
？
／
僧
侶

に
位
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
？
／
日
本
仏
教
の
僧
は
な
ぜ
戒
を
守
ら
な
い
の
か
？　
ほ
か

【
日
常
に
つ
い
て
】·······························································································································

122

仏
壇
は
亡
く
な
っ
た
家
族
が
出
来
て
か
ら
置
く
も
の
？
／
な
ぜ
亡
く
な
っ
た
人
に
お
経
を
読

ん
で
故
人
が
救
わ
れ
る
の
か
？
／
数
珠
は
何
の
た
め
に
持
つ
の
か
？　
ほ
か

《
執
筆
者
》
須
田
哲
成
・
千
葉
公
慈
・
足
立
宜
了
・
田
島
　
整
・
村
越
英
裕

網
代
裕
康
・
金
嶽
宗
信
・
直
林
不
退
・
互
井
観
章
・
衣
斐
弘
行
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…
形
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峰	

154

何
故
い
ま
空
海
な
の
か
─
番
外
編
（
中
国
・
西
安
探
訪
記
②
）	

…
岳　

真
也	

156

〈
短
編
小
説
〉
死
の
際
の
命
の
ざ
わ
め
き	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
嵐
九
八
郎	

163

ほ
っ
と
一
息
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
①
諸
悪
莫
作　
衆
善
奉
行	

…
…
…
…
…
吉
田
真
譽	

172

京
都
・
岩
倉
の
大
雲
寺
と
吉
田
兼
好
（
下
）	

…
…
…
…
…
…
大
野　

芳	

174

内
な
る
天
が
下
で

恩
讐
は
彼
方
に
─

─
苛
め
抑
止
に
つ
い
て
（
上
）	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
井
昭
一	

182

〈
気
ま
ぐ
れ

新
シ
リ
ー
ズ
〉暮
ら
し
に
生
か
す
禅
ラ
イ
フ
の
す
す
め
⑤	

…
花
岡
博
芳	

205

瓦
官
寺
中
国
・
南
京
の
古
刹
探
訪	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
野
村
卓
美	

208

遍
路
で
学
ぶ
生
き
る
知
恵　
　
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
武
田
喜
治	

181
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学
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ら
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ぶ
仏
教
（
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）
日
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に
学
ぶ
③	

…
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…
…
瓜
生　

中	

190

仏
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で
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井
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う
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義
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）
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は
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、
老
い
も
気
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ら	
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立
川
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く
朝	
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と
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
版
画
と
文
・
田
主　

誠	

235

〈
大
法
輪
　
　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
〉人
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2
月
号
よ
り
〉	

…
仁
戸
田
六
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ら
…
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歌
…
…
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…
…
…
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224
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句
…
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…
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…
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子
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柳
…
…
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…
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…
…
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ト
・
さ
し
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…
…
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…
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…
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…
…
…
…
伊
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子
／
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東
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す
か
／
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昌
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／
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本
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大
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輪
カ
ル
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ャ
ー
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文
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に
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る
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人
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の
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⑤
高
岡
智
照
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三
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恵
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井
上
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200
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常
行
一
直
心
（
六
祖
壇
経
）

常つ
ね

に
一い

ち

直じ
き

心し
ん

を
行ぎ

ょ
う
ず

 

近こ
ん

藤ど
う

　

博は
く

道ど
う

黄
檗
宗
管
長

萬
福
寺
住
職

『
大だ

い

乗じ
ょ
う

起き

信し
ん

論ろ
ん

』
に
「
信し

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

発ほ
っ

心し
ん

と
は

何
等
の
心
を
発お

こ

す
や
…
…
。
一
に
は
直
心
な

り
、
正
し
く
真し

ん

如に
ょ

法ほ
う

を
念
ず
る
が
故
な
り
」

と
い
う
。

直
心
を
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
直
心
で
常

に
純
一
、
素
直
で
誠
実
、
雑ま

じ

り
気け

の
な
い
心

で
日
常
を
す
ご
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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明
解
・

仏
教
〈
疑
問
〉
解
答
集

「
地
獄
や
極
楽
は
あ
る
の
？
」「
お
釈
迦
さ
ま
は
本
当
に
お
母
さ
ん
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
た

の
？
」「
お
経
は
な
ぜ
日
本
語
読
み
で
は
な
い
の
？
」「
観
音
さ
ま
は
女
性
？
」「
な
ぜ
日
本
仏

教
に
は
宗
派
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
？
」
…
…
な
ど
な
ど
、
仏
教
へ
の
素
朴
な
疑
問
の
数
々
。

今
回
の
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
の
数
々
を
ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
、
一
問
一
問
に
、
や
さ
し
く

丁
寧
に
解
答
し
ま
す
。
読
み
進
む
う
ち
に
、
今
ま
で
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
誤
解
し
て
い

た
仏
教
の
教
え
が
、
眼
か
ら
ウ
ロ
コ
が
取
れ
る
よ
う
に
分
か
る
特
集
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

特　集
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日
常
に
つ
い
て

そ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
は
一
家
を
か
ま
え
て
世
間
と
の
つ
き
あ

い
を
始
め
る
と
き
先
ず
先
祖
を
祀
る
お
仏

壇
を
置
き
披
露
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
家や

移お
つ

り
ま
い
り
な
ど
と
い
っ
て
お
披
露
目
を

し
、
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
近
所
の
付

き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
で
も
今
日
で

は
そ
ん
な
習
慣
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
わ
た
し
ど
も
の
地
方
で
は
町
の

つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
「
箸
と
ら
ば
仏
や

親
の
恩
を
知
れ
、
我
が
一
力
で
喰
う
と
思

う
な
」
と
い
う
教
え
を
理
屈
抜
き
で
皆
に

知
ら
し
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
お
仏
壇
と
い
う
も
の

は
、
誰
か
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
は
じ
め

て
お
祀
り
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
の
意
味
も
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

以
前
、
宮
城
県
の
被
災
地
で
仮
設
住
宅

を
訪
ね
た
と
き
、
そ
こ
に
住
ま
わ
れ
る

方
々
の
多
く
は
お
仏
壇
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
お
位
牌
だ
け
が
遺
影
と

と
も
に
小
さ
い
タ
ン
ス
や
卓ち
ゃ

袱ぶ

台だ
い

に
祀
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
々
に
「
お
位
牌

は
お
仏
壇
に
お
祀
り
し
て
下
さ
い
」
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
お
位
牌
す

ら
な
い
方
々
も
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
お
位

組
入
り
の
条
件
と
し
て
未
だ
そ
う
し
た
習

慣
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
い
昔
の
習
慣
で
は
お
仏
壇
の

下
の
小こ

抽ひ
き

斗だ
し

に
は
家
族
分
の
お
箸
が
入
れ

て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
お
箸
を
取
り
出
し
て

台
所
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
時
代
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
し
き
た
り
は
戦
後

す
っ
か
り
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

多
分
、
お
仏
壇
か
ら
お
箸
を
取
り
出
し
ま

た
戻
す
行
為
に
ご
先
祖
さ
ま
に
対
す
る
感

謝
の
念
を
暗
黙
裡
に
知
ら
し
め
て
い
た
の

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
常
に
つ
い
て

衣
い

斐
び

 弘
こ う

行
ぎょう

三重県・大泉寺住職

仏
壇
は
亡
く
な
っ
た
家
族
が
出
来

て
か
ら
置
く
も
の
？

Ｑ

位
牌
を
置
く
の
は
仏
壇
で
な
い
と

い
け
な
い
の
か
？

Ｑ
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牌
は
亡
き
愛
お
し
い
人
々
を
偲
び
、
祈
る

よ
す
が
な
の
で
す
。
お
位
牌
を
お
祀
り
す

る
場
所
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
そ
の
方
が
納

得
さ
れ
る
な
ら
、
ど
こ
で
も
い
い
と
思
い

ま
す
。

か
つ
て
わ
た
し
の
知
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
空
襲
で
子
供
を
亡
く
さ
れ
て
い
て

そ
の
児
の
お
位
牌
を
家
の
お
仏
壇
に
は
、

祀
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
「
ど
う

し
て
で
す
か
」
と
訊
ね
ま
す
と
、
そ
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
こ
の
児
だ
け
は
わ
た

し
が
い
つ
ま
で
も
抱
い
て
い
て
や
り
た
い

の
で
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
死

ん
だ
ら
こ
の
児
の
お
位
牌
を
お
棺
に
入
れ

る
よ
う
に
頼
ん
で
あ
り
ま
す
」
と
も
い
い

ま
し
た
。
お
位
牌
を
ど
こ
に
祀
ろ
う
と
そ

の
人
が
納
得
す
る
な
ら
、
そ
こ
が
亡
き
人

の
安
置
場
所
だ
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し

は
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
学
び
ま
し

た
。

お
仏
壇
へ
の
お
供
え
は
普
通
五
つ
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
お
花
、
ご
仏ぶ
っ

飯ぱ
ん

、
お
水
、

蝋ろ
う

燭そ
く

、
線
香
の
五
つ
で
こ
れ
ら
を
五ご

供く

と

い
い
ま
す
。
五
供
に
は
、
例
え
ば
お
花
を

供
え
蝋
燭
に
火
を
灯
し
線
香
を
焚
く
こ
と

で
邪
気
を
祓
い
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
仏
霊

を
招
く
た
め
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
が
日
々
お
仏
壇

に
向
か
い
合
掌
す
る
の
は
、
仏
さ
ま
や
ご

先
祖
さ
ま
に
対
す
る
報
恩
供
養
の
祈
り
で

す
。
こ
の
祈
り
は
ま
た
仏
さ
ま
や
ご
先
祖

さ
ま
か
ら
わ
た
し
た
ち
が
受
け
継
い
で
き

て
い
る
、
今
の
い
の
ち
に
対
す
る
感
謝
の

念
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
気
持
を
巡
り
ま

わ
っ
て
教
え
を
受
け
る
こ
と
を
回え

向こ
う

と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
で
は
悟
り
の
世
界

を
彼
岸
と
い
い
、
わ
た
し
た
ち
が
日
々
の

生
活
の
な
か
で
心
豊
か
に
幸
せ
に
暮
ら
せ

ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
が
お
仏
壇
に

は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
願
い
を
行
じ
て
い
く
こ
と
を
六ろ
く

波は

羅ら

行ぎ
ょ
うと

い
い
、
布ふ

施せ

（
愛
情
あ
る
施
し
）、

持じ

戒か
い

（
約
束
事
を
守
る
）、
忍に

ん

辱に
く

（
少
し
の
辛

抱
）、
精

し
ょ
う

進じ
ん

（
怠
り
な
く
続
け
る
）、
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う

（
気
持
ち
を
穏
や
か
に
す
る
）、
智ち

慧え

（
囚と
ら

わ
れ
の
な
い
心
）
の
六
つ
の
行
を
さ
し
ま

す
。
先
の
五
供
と
拝
む
合
掌
は
、
す
べ
て

こ
れ
ら
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
で

す
。
ご
仏
飯
（
布
施
）、
合
掌
（
持
戒
）、

お
花
（
忍
辱
）、
お
水
（
精
進
）、
線
香
（
禅

定
）、
蝋
燭
（
智
慧
）
で
す
。
で
す
か
ら
お

仏
壇
に
お
花
等
を
供
え
、
線
香
を
立
て
蝋

燭
に
火
を
灯
す
こ
と
で
、
瞬
時
に
こ
の
六

波
羅
行
（
幸
せ
へ
の
行
）
が
で
き
る
か
ら
で

す
。

な
ぜ
仏
壇
に
線
香
や
お
花
や
ロ
ウ

ソ
ク
な
ど
を
供そ
な

え
る
の
か
？

Ｑ

な
ぜ
亡
く
な
っ
た
人
に
お
経
を
読

ん
で
故
人
が
救
わ
れ
る
の
か
？

Ｑ
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日
常
に
つ
い
て

そ
う
で
す
ね
、
実
は
わ
た
し
も
子
供
の

頃
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
お
経
を
覚
え
る
と
き
、
父
親
か
ら
理

屈
抜
き
で
字
の
ま
だ
読
め
な
い
先
か
ら
口

真
似
で
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に

ど
う
し
て
意
味
も
分
か
ら
な
い
お
経
を
誦よ

ん
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
供
養
が
で
き

る
の
か
と
疑
問
に
思
っ
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
頃
、
そ
れ
は
わ
た
し
が
中
学
生

の
と
き
檀
家
の
青
年
が
山
で
遭
難
し
て
亡

く
な
り
、
そ
の
法
事
に
父
と
行
っ
た
と
き

の
こ
と
で
し
た
。
読
経
途
中
で
急
に
父
親

の
読
経
の
声
が
涙
声
に
な
り
、
お
経
が
誦

め
な
く
な
り
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
た
わ

た
し
は
そ
の
と
き
覚
え
た
お
経
を
一
生
懸

命
に
誦
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
供
な
が
ら

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。で

も
終
わ
っ
て
か
ら
ご
両
親
が
父
に
、

「
今
日
、
和
尚
さ
ん
に
お
経
を
あ
げ
て
も

ら
っ
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
、
息
子
は
お
浄
土

で
ま
た
登
山
を
楽
し
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
い
っ
て
お
礼
を
い
わ
れ
、
ま
た

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

以
来
、
お
経
を
誦
む
と
き
の
原
点
を
、

わ
た
し
は
ず
っ
と
そ
の
と
き
の
父
の
涙
の

読
経
に
求
め
て
き
ま
し
た
。
亡
き
人
へ
の

読
経
は
生
き
て
い
る
人
々
に
対
す
る
読
経

で
も
あ
り
、
そ
れ
が
故
人
の
救
い
に
つ
な

が
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

数
珠
は
念
珠
と
も
い
い
、
わ
た
し
た
ち

が
抱
く
煩ぼ
ん

悩の
う

の
数
、
つ
ま
り
百

ひ
ゃ
く

八は
ち

顆か

を

基
本
数
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
手
に
持
ち
お
念
仏
を
称
え
た

り
、
合
掌
を
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
煩
悩

を
絶
ち
消
し
て
い
き
功
徳
が
得
ら
れ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
百
八
と
い
う
数
は
除
夜

の
鐘
同
様
、
そ
れ
ほ
ど
人
間
の
煩
悩
数
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
絶
ち
功
徳

を
得
る
諸
菩
薩
の
数
だ
と
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
数
珠
の
数
は
、
百
八
顆
を
基
準
と
し

て
五
十
四
、
三
十
六
、
二
十
七
、
十
八
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
数
珠
は
和
合
を
象

徴
し
た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
、
皆
が
仲
良

く
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま

す
。
和
合
は
サ
ン
ガ
と
い
い
、
僧
を
意
味

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
数
珠
を
持
つ
こ
と
で
煩
悩

を
打
消
し
、
功
徳
を
積
ん
で
皆
が
仲
良
く

し
て
い
け
ば
、
世
界
が
平
和
に
な
る
こ
と

間
違
い
な
い
の
で
す
が
…
…
。
仏
前
結
婚

式
で
指
輪
交
換
と
と
も
に
数
珠
の
交
換
を

す
る
の
は
、
そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
意
味
が

あ
り
ま
す
。

か
つ
て
奈
良
・
薬
師
寺
の
高
田
好
胤
管

数
珠
は
何
の
た
め
に
持
つ
の
か
？

Ｑ

写
経
す
る
と
ど
ん
な
功
徳
が
あ
る

の
か
？

Ｑ
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長
は
、
お
経
は
見
る
よ
り
誦
む
、
誦
む
よ

り
写
経
す
る
ほ
う
が
よ
り
功
徳
が
あ
る
、

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

で
は
写
経
に
、
ど
ん
な
功
徳
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
写
経
を
す
る
こ
と
で
日
頃

煩
悩
に
迷
っ
た
り
惑
わ
さ
れ
た
り
、
ま
た

苦
し
み
や
哀
し
み
に
沈
む
気
持
ち
が
落
ち

着
き
楽
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
写
経
の
功

徳
で
す
が
、
そ
ん
な
功
徳
を
求
め
て
本
来

写
経
は
す
る
も
の
で
な
く
、
無
心
に
墨
を

磨す

り
た
だ
ひ
た
す
ら
に
一
字
一
字
お
経
を

写
し
て
い
く
行
為
に
、
お
の
ず
と
先
の
功

徳
が
生
じ
て
き
ま
す
。

写
経
前
に
唱
え
る
『
写
経
観
念
文
』
の

一
節
に
「
定
じ
ょ
う

墨ぼ
く

と
恵え

水す
い

和
合
し
て
実じ

っ

相そ
う

法ほ
っ

身し
ん

の
文
字
を
書
写
す
。
此
の
文
字
は
三さ

ん

世ぜ

諸
仏
、
甚じ

ん

深じ
ん

の
秘
蔵
三さ

ん

身じ
ん

如
来
真
実
に

し
て
、
禅
定
智
慧
の
法
門
、
自じ

行ぎ
ょ
う

化け

他た

の
功く

徳ど
く

、
悉

こ
と
ご
とく

皆み
な

具ぐ

足そ
く

す
。」
と
あ
り
ま

す
。お

経
そ
の
も
の
が
仏
さ
ま
で
あ
り
、
そ

の
仏
さ
ま
の
教
え
を
心
を
込
め
て
写
す
こ

と
で
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
備
わ
り
ま
す
、

と
謳う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
身
の
廻

り
に
も
写
経
を
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

苦
界
の
波
が
静
ま
り
安あ
ん

心じ
ん

を
得
た
方
が
幾

人
か
い
ま
す
。

具
体
的
数
を
指
す
の
で
は
な
く
、
イ
ン

ド
で
は
数
の
非
常
に
多
い
こ
と
を
表
し
ま

す
。
除
夜
の
鐘
の
数
を
百
八
と
し
て
そ
れ

を
煩
悩
の
数
と
し
た
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
わ

た
し
た
ち
の
日
ご
ろ
の
煩
悩
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
「
百
八
煩

悩
」
と
か
「
百
八
結
業
」
と
い
い
ま
す
。

百
八
の
具
体
的
内
容
を
強
い
て
説
い
て
い

る
の
が
次
の
三
説
で
す
。

一
つ
目
は
、
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、

意
の
六
根
に
そ
れ
ぞ
れ
好
（
す
き
）、
悪

（
き
ら
い
）、
平
（
ど
ち
ら
で
も
な
い
）
が
加

わ
り
十
八
類
と
な
り
、
更
に
こ
れ
ら
に
は

浄
（
き
れ
い
）、
染
（
き
た
な
い
）
が
加
わ
り

三
十
六
類
と
な
り
、
こ
れ
ら
が
三
世
（
前

世
、
現
世
、
来
世
）
に
わ
た
る
と
い
う
意
味

か
ら
百
八
と
な
る
説
。

二
つ
目
は
、
一
年
の
月
の
数
の
十
二
に

立
春
か
ら
大
寒
ま
で
の
二
十
四
節
気
を
加

え
、
そ
の
節
気
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
三
候

（
初
候
、
次
候
、
末
候
）
の
七
十
二
候
を
加

え
る
と
百
八
と
な
る
説
。

三
つ
目
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
説
か
れ
た

「
四
苦
八
苦
」
を
語
呂
合
わ
せ
と
し
て
生

ま
れ
た
、
四
×
九
＝
三
十
六
と
八
×
九
＝

七
十
二
で
百
八
と
す
る
説
。

以
上
の
三
説
が
一
般
的
で
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
諸
々
の
説
を
含
め
て

一
年
の
邪
気
を
祓
い
、
清
浄
な
心
で
鐘
を

撞
い
て
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の
で

す
。

除
夜
の
鐘
が
百
八
つ
の
わ
け
は
？

Ｑ


